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１．研究課題設定の理由

（１）課題意識

これまで自分自身が行ってきた授業を振り返

ると，教師による一方向的な講義形式の「教え

込み型授業」が主流であったように思う。確か

に，そのような形態の授業も必要だが，それだ

けではなく，もっと生徒自らが意欲を持って，

主体的に取り組む授業を実践するにはどうすれ

ばよいのか。一度立ち止まって，国語の「授業」

について，改めて考えてみる必要性を感じた。

新学習指導要領（平成 29年）から，中学校国語

科の目標について，以下に抜粋する。

(１) 社会生活に必要な国語について，その

特質を理解し適切に使うことができるよう

にする。

(２) 社会生活における人との関わりの中で

伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。

(３) 言葉がもつ価値を認識するとともに，

言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に

関わり，国語を尊重してその能力の向上を

図る態度を養う。

今後「社会生活」を送る生徒たちが，「社会生

活」を送るために必要な国語の力（知識及び技

能，思考力，判断力，表現力等）を身につける

ことが挙げられている。そしてそれらは，「社会

生活における人との関わりの中」で学ばれるべ

きだと述べている。コミュニケーションの希薄

な人間関係，表現力の乏しさ，コミュニケーシ

ョンをとることの困難さ等を抱える様々な生徒

たちの実態を見る時，この目標の意義を痛感す

る。このような視点から，国語の授業づくりを

考える時，具体的にはどのような課題設定や手

立ての工夫ができるのか。本実践研究において

その可能性を探ってみたい。

（２）学校アセスメントの概要

①実習校の概要

実習校の概要をまとめると次のようになる。

・校区は，那賀川下流の南岸地帯に広がる農

村地帯である。世界的に有名な LEDの企

業がある。

・全校生徒 324名，各学年３クラス，特別支

援学級２クラス，計 11学級。

・校区にある５校の小学校から入学する。

②アセスメントの概要

「全国学力・学習状況調査」における生徒質問

紙の回答結果分析と国語科教員への聞き取り調

査を実施した。

表１ 「全国学力・学習状況調査」（平成 28 年度・29

年度）の生徒質問紙の回答結果

（「当てはまる」，「どちらかと言えば当てはまる」という肯定

的な回答をした生徒の割合について）

項目 年度 28 29

「国語の勉強は好きですか。」 7割強 5割弱

「国語の勉強は大切だと思いま

すか。」 9割強 9割強



「国語の授業の内容はよく分か

りますか。」 8割強 7割強

「今日の国語の問題について，

解答を文章で書く問題があり ほぼ全員 ほぼ全員

ましたが，最後まで解答を書

こうと努力しましたか。」

これらの結果から，年度によって多少の差は

あるが，国語の学習や授業に対して，肯定的な

考えや態度を示している生徒が多いことが分か

る。また，最後まで解答欄を埋めようとする，

前向きで真面目な態度も見受けられる。

表２ 国語科教員への聞き取り調査

良さ 課題

一 大きな声で音読できる。 要点など，自分でまとめるこ

年 答えに自信がある発問に とが苦手。

対しては意欲的に発言で 落ち着いて授業を受けられな

きる。 い者，静かに座っていても，

聞けていない者がいる。

二 よく意見を言う。 言われたことはするが，それ

年 読書好きな生徒が多い。 以上はしようとしない。

三 落ち着いて学習に取り組 複数の資料を活用して作文を

年 める生徒が多い。 書くことが苦手。

音読する時に声を出そう 正確に聞き取ることが苦手。

とする生徒が多い。

これらの結果から，全体的に授業に対して前

向きな姿勢が感じられる生徒が多いので，発問

や課題設定，学習形態等の工夫をすれば，より

意欲的な取組が見られそうだと感じた。その一

方で，板書をスムーズに写したり，話を正確に

聞き取ったりすることが苦手な生徒が少なから

ずいるようなので，授業におけるユニバーサル

化（可視化）が必要だと思われる。

どの生徒にとっても「楽しい」・「分かる」と

実感できる国語の授業を実践するため，「課題設

定と手立ての工夫」を二本柱とした授業づくり

を考えていきたい。（図➀）

課題設定の工夫＋手立ての工夫

↓

帯単元・模倣

図➀ （授業づくりの柱について）筆者作成

２．先行研究・先行実践事例

（１）「課題設定の工夫」について

①第 46回徳島県中学校国語研究大会研究紀要より

「課題設定の工夫」とは何か。その考え方（捉

え方）について，上記研究紀要より引用する。

言語活動における思考力・判断力・表現力はそれ

らが働く主体的・対話的な問題発見，問題解決の場

面を経験することで磨かれていく。また，既存の知

識や技能も経験の中で活用されていくことで定着し

ていく。

①思考力・判断力・表現力を活用し，様々な思いや

考えを深められる課題

②実生活や自然・社会の諸問題につながる課題

③交流活動や振り返りによって，自ら解決策を検討

・修正できる課題

②第 46回徳島県中学校国語研究大会公開授業より

ア．実践の概要

授業者は「走れメロス」の授業において，「『走

れメロス』の主題は友情？」という単元を設定

した。従来，「友情と信頼の物語」という一つの

主題で学習されることが多かった本単元を，「一

つの主題に集約してしまわず描写に注目するこ

とで作品の読みを深め，そう考えた根拠をもと

に，意見を交流させることで多様な読みをさせ

たいと考え，本主題を設定した。」とある。

また，手立ての工夫としてａ振り仮名付き教

科書，ｂ登場人物への好感度を表すバランスシ

ート，ｃ発表の手引を挙げている。

イ．実践成果から研究課題の実践に活用できること



ａ難しい漢字の読みを定着させたり，文章の内

容を確認させたりするために，繰り返し音読を

することが有効である。

ｂバランスシートやワークシートのように考え

を可視化する工夫は大変有効である。

（２）手立ての工夫について

①「帯単元」について

齋藤（2013）は「帯単元とは１時間の授業を

さらに 10 分とか 20 分に細分化，それを毎回連

続させ単元化するもの」であり，「『やった』だ

けじゃなく『できる』へつなげる授業法」と述

べている。 遠藤（2015) は「『書くこと』の始

めとして，書き慣れることや発想力を鍛え表現

力を高めるために視写と写生文を帯単元として

取り入れた。」そのねらいとして，「『書き慣れ

ること』『書くために読むこと』『さまざまな表

現にふれる』などの経験を通して『書くこと』

への抵抗感を軽減し，少しでも書こうという意

欲につなげていきたいと考えた」と述べている。

②「模倣」について

江川（2010）は，「小集団学習に模倣を取り入

れた学習方法」について，研究論文の中でその

有効性を検証し，「本研究で行われたグループ学

習はどのような子ども，どのような教科におい

ても適用でき，かつ有効である可能性が示唆さ

れた。」と述べている。

③先行研究から研究課題の実践に活用できること

ア．授業の導入として帯単元を取り入れ，授業

のウォーミングアップ的な効果と，かつ「少し

ずつ続ける」ことで力をつけることを目指す。

イ．グループ学習における模倣を取り入れ，学

習意欲や読解力，表現力の向上を目指す。

３．実践研究の実際

（１）生徒の実態調査

授業実践をする１年生の３クラスにおいて，

新入生テスト結果の分析と「国語」についての

アンケートを実施した。そこから見えてきた生

徒の実態を踏まえて，どの生徒にとっても「楽

しい」，「分かる」と感じられる授業づくりに取

り組んでいきたいと考えた。

（２）「帯単元」について

①帯単元のねらい

生徒の実態調査から，「話すこと・聞くこと」

の領域に注目したい。「話す・聞く」力をつける

ためには，繰り返し訓練をすることが必要だと

考えた。そこで，限られた実習期間の中で，少

しでも「話す・聞く」場面を設定するため，帯

単元として毎時間の授業の中に組み込むことと

した。

②帯単元：他己紹介をしよう

「話す・聞く」トレーニングとして，ペアによ

るインダビュー＆他己紹介（お互いに友達のこ

とを紹介し合う。）を実施した。実施の流れとし

ては「教師からテーマの発表→発表の仕方の提

示→ペアになり，お互いにインタビューし合う

→インタビューして得られた答えを聞き取りメ

モに書く→教師から発表するペアを指名して，

『他己紹介』として発表し合う」となる。

③帯単元：「聞く力」を鍛えよう

「聞き取りテスト用ＣＤ」を用いて，テスト形

式で実施した。各回，問題は５問の 20点満点で

６回実施した。

写真（インタビュー，他己紹介の様子）

（３）授業実践①（説明文）について

「読むこと」の指導に主眼を置いた「ちょっと



立ち止まって」（説明文）の授業実践を行った。

個人で学習課題（ワークシート）に取り組ませ

た後，「グループのメンバー全員がワークシート

を仕上げる」という目標のもと，グループ学習

において「模倣」を取り入れた。ワークシート

の解答をグループ内で共有し，その際，分から

ない箇所がある場合は，積極的に「模倣」＝「友

達の答えや考え方の真似」をするよう指示した。

資料１ ワークシート

（４）授業実践②（物語文）について

「星の花が降るころに」（物語文）の授業実践

を行った。通常の読み取りの学習を行った後，

「物語の続きを書く」という課題を設定した。

登場人物の人物像や心情の変化等，読み取った

ことを活かして書くように指示した。また，物

語を書く際の手立てとして，筆者自作の作文例

を提示し，表現の仕方や文章の組み立て方等を

自由に「模倣」してよいという指示を出した。

（５）実践研究の成果と課題

①「他己紹介」は，「話す・聞く」のトレーニン

グだけではなく，友達とのコミュニケーション

をとる良い機会となったようだ。

②「『聞く力』を鍛えよう」では，回数を重ねる

ことが得点ＵＰにつながり，さらなる意欲や自

信につながっていった生徒が多かった。

③グループ学習に「模倣」を取り入れた活動は，

苦手児にとって，安心感を持って授業に臨める

ことにつながったようだ。得意児にとっても，

教えたり教えられたりという活動は有意義に感

じられたようだ。

④「物語の続きを書く」学習は，大半の生徒が

「楽しい」と感じたようだ。「物語の続きを書く」

ことを通して，物語自体の読みが深まったと言

える。また，筆者自作の作文例を提示し，それ

を活用させたことで，どの生徒もオリジナルの

作文を仕上げることができた。

⑤実践研究の課題としては，帯単元や発展的な

学習活動（「物語の続きを書く」）を導入する際

の時間設定の工夫，「模倣」をさせる際の課題設

定（何を「模倣」するのか）や，手立て（どの

ように「模倣」するのか）を明示し，生徒に理

解させることが挙げられる。

４．今後の展望

２年間の教職大学院での学びを活かして，今

後も「授業づくり」に専念する日々を送りたい。

と同時に，これまでのように自分のことだけに

精一杯というのではなく，教職 27年目のベテラ

ン教師として，学校全体のことや教職員間のコ

ミュニケーションの促進にも配慮できるような

存在となりたい。
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